
文
化
が
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紛
で
為
ワ
、
倒
的
市
計
画
道
路
3

凶
作
管
制

3
・
5
・
回
守
凶
作
社
内
千
織
に
ま
た
、
社
会
教
育
活
動
向
指
品
後
金
総

開
通
さ
せ
る
考
え
で
す
G
3
・
6
0
一
ぬ
る
た
め
、
事
代
的
主
体
伎
と
肉
食
品
伐
に

号
線
は
も
割
返
3
5
6
サ
地
内
笠
通
m
慨
も
と
ワ
い
た
生
波
紋
宵
と
し
て
的
学
緩

和
目
上
か
旬
、
七
司
平
織
的
結
成
が
強
く
諸
活
動
に
郎
総
で
き
み
体
制
制
づ
く
り
を
進

ま
れ
て
い
求
ナ
的
で
、
安
全
対
策
を
講
め
て
い
く
符
え
で
す
。

私
と
ら
治
存
在
携
わ
る
く
と
ま
れ
る
人
口
揺
を
見
極
め
寝
仁
志
が
ら
接
的
に
推
挙
し
て
い
る
市
民
縫
嫌
。
つ
く
り
の

で

、

均

し

く

必

殺

し

て

い

る

後

鴻

い

行

政

的

滋

乱

を

是

ヂ

ず

み

だ

鍛

え

で

す

推

進

ニ
ど
は
1

日

本

日

刊

誌

言

語

向

と

ん

殺

す

亡

、

将

来

人

口

こ

す

お

し

ニ

土

鐙

人

的

健

康

は

、

室

長

去

線

市

民

生

活

内

向

上

仁

義

な

湘

家

主

罰

則

訂

撃

は

と

め

心

制

約

十

警

架

空

w
問

題

件

で

あ

り

ま

す

悶

義

的

主

毒

殺

緩
め
一
持
組
と
胤
わ
れ
事
ナ
多
〈
的
問
問
備
の
原
則
と
品
川
一
点
検
後
抑
制
様
化
を
行
新
し
い
絡
繁
鞠
偽
線
好
機
っ
く
り
に
ヴ
く
り
金
波
下
水
す
る
た
め
に
は
、
従
来

絡
が
七
十
年
代
に

i
分
志
向
静
泌
を
み
な
っ
て
い
き
ま
寸
ω

地
り
組
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
市
附
民
運
動
向
の
あ
り
万
を
は
織
し
、
新
た
な
檎
怒
伺

い
ま
ま
人
ナ
部
作
山
口
引
き
駄
が
れ
ら
不
ま
ぺ
予
滅
鰯
成
に
あ
た
っ
て
は
、
問
滋
と
川
崎
放
処
分
場
め
な
い
島
市
涜
尚
も
と
じ
滋
め
る
べ
き
と
の
判
断
か
ら
、

浅
間
な
十
年
間
関
と
し
て
、
拡
た
ち
の
総
子
労
組
吟
L

怖
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
中
で
、
縦
一
織
を
悶
僚
と
し
た
跡
抑
制
担
を
排
他
立
し
ま
時
停
よ
り
挽
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

に
役
務
し
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
α

本

出

が

蕊

々

に

わ

た

っ

て

築

き

あ

げ

で

し

た

白

た

“

本

年

は

、

推

進

治

談

合

b
h設
ぷ
し
、

私
は
、
六
十
年
代
・
七
十
年
代
的

M

5
た
数
立
と
お
ハ
抗
的
本
車
J
V
L

役引
M
b
n
c

什
こ
の
趣
旨
は
、
高
来
物
を
的
資
一
絡
に
泌
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
役
付

古
を
踏
ま
之
、
救
療
を
綴
災
に
捕
時
間
慨
し
主
い
よ
う
設
大
内
智
力
也
払
い
渓
L
た
特
と
し
て
扱
う
め
て
は
な
く
謝
礼
均
と
い
た
だ
き
、
そ
の
録
中
を
絡
で
滋
的
名

つ
つ
、
将
来
安
還
し
て
い
き
た
い
と
「
判
別
刻
刻
側
斜
鋭

l
l」
し
て
言
尽
で
き
る
す
は
意
向
転
?
ん
で
す
の

必
勺
え
ま
す
n

そ
し
て
時
代
の
む
く
と
事

L
H
K川
知

滋

液

潟

地

内

」

凶

棋

を

慌

て
ω

的

手

。

滋

ヱ

淡

の

み
や
ら
ム
惑
に
見
絞
め
た
だ
今
な
す
べ
本
午
前
胤
学
界
八
震
で
は
、
昨
年
い
い
し
た
が
い
ま
し
て
‘
中
市
誌
の
協
力
向
縫
い
リ
ー
ダ
ー
育
成

寺
ニ
と
を
緩
め
、
義
実
に
前
進
し
て
い
も
織
し
て
、
献
し
い
常
政
事
関
出
合
計
ぷ
一
市
も
と
に
徹
底
し
た
分
続
排
出
を
行
い
、
労
相
骨
念
総
所
前
設
立
、
育
成
設
い

き
た
い
と
年
え
て
い
ま
す
悶
し
な
が
り
、
佐
み
良
い
十
万
都
市
め
総
ご
み
W
H
の
変
化
に
対
応
で
き
る
級
感
的
商
工
法
告
の
輯
告
な
一
意
丸
め
い
民
総
合
行

今
日
、
地
主
め
時
代
と
い
う
滋
織
が
盤
づ
く
り
と
し
て
、
次
向
機
構
い
い
働
脱
皮
滋
シ
ス
テ
ム
の
An理
化
と
余
然
災
開
会
}
唱
を
設
紅
L
総
力
あ
人
命
的
ベ
J

〈

流
行
し
て
い
ま
今
が
e

私
は
、
八
十
年
を
読
き
ま
し
た
s

湿
り
、
地
域
コ
ミ
A

W

…一一ア
4
っ
く
り
内
り
や
長
J
A
融
不
絞
め
抑
制
い
り
?
タ
i

代
こ
そ
誌
に
地
主
的
時
代
が
到
史
j
る

障

担

割

品

も

み

わ

せ

て

機

総

す

る

も

め

で

あ

育

成

を

闘

っ

て

い

〈

与

え

柄

、

て

と

子

犯

し

て

い

ま

す

。

七

十

年

!

日

出

総

孫

子

駅

愛

護

改

造

事

り

ま

す

。

一

慾

点

作

物

生

態

叫
す
れ
た
微
々
の
問
題
辻
、
必
ず
地
方
以
隠
滅
的
街
慰
安
」
近
代
化
し
‘
取
、
幾
露
出
W
同

問

題

綴

興

計

閣

の

策

定

出
陣
治
体
的
立
仔
の
も
と
に
解
決
せ
戸
る
総
力
あ
る
商
叫
識
の
振
興
を
ぬ
凶
る
こ
と
と

j

j

域
高
械
の
必
要
な
ま

L

人
以
崎
山
村
作

車
な
く
な
る
も
の
と
胤
わ
れ
る
か
ら
休
明
会
主
観
点
か
ら
，
ぇ
設
尚
務
主
沼
町
永

JZ言
葉
的
品
特
な
ど
の
生
産
が
十
分
で
位
い
と
い
う

で
す
F

重
工
業
技
会
主
泌
L
て
か
理
方
式
に
よ
り
ま
ミ
ゑ
し
た
P

決
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
裂
で
TA

段
差
援
の
妻
ぷ
対
処
す
る
允
的
、

か
え
て
い
る
府
消
滅
・
公
明
愉
・
凶
火
都
市
恋
ロ
は
、
仙
刷
機
討
内
ぷ
協
力
に
よ
り
そ
町
村
筑
と
し
て
、
開
叫
ん
ぺ
汲
め
い
り
れ
重
山
作
物
め
投
機
絞
火
と
一
靴
作
内
定
結

閉
経
あ
る
い
は
然
縫
時
制
緩
、
人
間
疎
外
調
ト
…
一
戸
市
町
格
統
会
切
れ
了
し
、
五
十
五
年
て
い
る
手
判
円
前
総
除
ド
本
逃
卒
業
と
企
を
基
本
と
し
た
、
議
定
伶
特
生
政
阪
興

の
附
川
勝
な
ど
は
令
地
主
、
培
法
、
由
泊
肢
も
a

十
数
戸
的
移
艇
を
F
定
し
て
い
共
下
本
嚇
嶋
本
総
合
似
滋
さ
せ
、
手
間
H
川
市
討
論
側
を
縦
出
血
寸
る
考
え
で
す
。

的

関

に

ふ

れ

る

」

と

な

〈

し

て

、

解

そ

へ

的

主

主

入

品

ぐ

と

Z
に

ぷ

消

防

体

制

の

主

党

川
伏
す
る
司
王
は
不
可
能
で
あ
る
と
苧
え
再
開
党
登
君
、
土
地
区
…
肉
強
期
事
千
数
説
本
多
議
の
ん

i
ト
開
閉
め
い
際
世

ま
す
甥
地
方
向
時
代
は
、
闘
機
的
口
は
り
殺
と
の
同
時
楠
行
を
笑
…
計
約
い
い
横
約
l

L

、
本
事
業
の
U
V
総
定
成
を
…

ωり
、
滋
持
守
?
の
務
庁
舎
が
叫
年
九
月
に
川
崎
成

霊
童
に
つ
い
て
的
ン
ス
テ
ム
転
換
な
が
ら
、
護
者
約
闘
終
的
義
総
づ
在
主
し
て
ま
い
る
#
え
て
て
し
、
主
主
命
ど
財
政
み
丸
善
か
り

丹
市
町
民
饗
求
で
あ
り
、
燦
か
介
?
日
仲
間
に
く
り
を
僚
制
閥
的
に
機
滋
L
、
殺
孫
子
市
ま
た
、
合
成
必
制
閉
め
鐙
熊
を
め
く
る
守
為
恭
鍛
が
総
ぶ
し
求
し
紅
白
さ
ら
に
‘

恵
ま
れ
た
ゑ
滋
絡
協
怖
を
古
一
視
し
古
出
来
的
表
友
開
聞
で
あ
る
駅
前
内
街
づ
く
り
苦
悶
婦
に
つ
い
て
も
、
総
会
的
に
敢
り
山
祖
先
世
況
を
品
開
る
わ
~
め
弔
各
山
山
詰
所
の
鐙
僚

の
二
約
数
凡
や
総
後
号
変
革
を
吉
む
昨
日
う
身
え
で
す
ら
む
ぷ
勺
え
守
あ
り
ま
す
u

を
滋
営
々
え
引
に
す
ゐ
ま
た
お
徒
出
張

紙
し
い
撃
で
あ
る
と
芸
L
て

い

ま

悲

は

ち

昨

年

、

草

地

索

令

書

委

主

高

い

品

川

に

お

き

ま

し

と

は

、

童

書

道

ぞ

恥

お

い

日

供

覧

す

る

こ

と

が

℃

き

ま

し

た

め

文

化

都

市

づ
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程
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ザ

y
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、
ヒ
?
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な
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す

日

け
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〈

ず
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十

ゃ

く

す

、

ポ

ロ

〈

す

な

ど

ん
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団
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一

市
ぞ
は
、
昭
和
五
し
を
関
年
i

H
け
か
ら
制
絞
霧
器

M
M

脱

線

日

一

ぷ
ミ
資
持
活
収
賄
助
金
主
付
制
服
」
何
時
川
地
ぷ
間
関
…
祝
日
町
収
集
は
、
お
体
紅
月
二
間
同
一
指
定
ロ
ロ
絞
築
)
一

世
史
的
L
て
い
ま
す
住
之
の
制
度
は
、
み
で
す
M

抗
附
則
的
眼
的
mun
ま
で
保
守
し
岡
原
し
い
出
L
中

月

一

コ
ミ
的
中
め
仔
掛
川
物
小
弘
同
州
回
収
す
る
て
く
だ
さ
い
。
口
丈
+
ヤ
凡
な
説
明
本
織
令
滋
カ
ン
h
u
ど
-

出
体
に
対
し
て
補
助
4
況
を
交
付
i
て
、
日
開
亙
L
い

出

し

方

的

得

総

に

入

れ

る

か

ま

わ

山

は

た

は

わ

一

ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
〈
別
刊
紙
化
…
泌
動
。
午
前
八
時
三
十
分
ま
亡
に
日
成
的
h
れ
る
な
ど
し
て
パ
ラ
パ
一
ブ
に
な
ら
な
い
よ
…

め
鵠
を
広
け
よ
う
と
す
る
も
め
で
ヂ
れ
た
ス
テ
l
シ
ヲ
/
に
出
し
て
く
だ
さ
い
り
う
に
総
与
、
く
だ
さ
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ロ
…

ふ
約
制
改
を
ん
い
に
バ
山
揺
し
て
い
た
ど

c
内
、
昨
か
ら
山
削
る
コ
ミ
は
水
を
よ
く

V
ブ
口
ハ
〆
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ス
的
ボ
ン
ベ
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今
ソ
リ
一

け
れ
ば
、
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山
川
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減
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切
っ
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糊
械
に
か
か
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判
決
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円
分
ど
り
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弘
知
淑
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紙
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ま
た
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丈
夫
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u
紙
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火
災
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危
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加
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あ
る
ら
の
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抽
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け
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収
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句
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付
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L
て
伎
程
表
示
的
平
山
期
実
総
を
の
ぞ
ん

で
い
る
。

ω阿
川
一
緩
め
綴
州
市
計
画
進
路
一
~
了
間
関

i
五五

号
線
N
M
硝
閥
的
市
由
民
主
は
、
日
常
接
勧
叫
が

強
く
夫
ヌ
ム
口
一
一

γ附
M
.

会
た
は
コ
一

I
日

と
し
て
将
一
資
一
引
を
め
ぞ
ん
て
い
る
“

新
町
名
に

つ
い
て
の

〈
変
更
E

筒
求
時
内
容
V

政
孫
子
市
牛
口
第
六
号
に
よ
り
昔
前
怒

れ
た
、
母
子
的
双
山
岡
お
よ
び
そ
の
名
幹
の

か
南
波
柑
滑
に
よ
門
ヘ
新
聞
名
が
「
主
我
孫

千
二
す
悶
M
L

て
倹
お
怒
れ
た
宿
一
域
に
つ

い
て
別
凶
2
内
科
斜
線
八
万
念
「
川
氏
叩
品

約
七

i
日
」
と
定
め
る
よ
、
マ
潔
桜
山
地
的

紫
綬
生
予
約
毛
一

区
域
に
つ
い
て
の

機

や

せ

る

ゴ

ミ

ブ
ミ
の
り
サ
イ
ク
ル

運
動
に
ご
協
力
を

続
孫
子
市
告
示
築
士
↓
一
号

除
隊
鋭
意
に
閉
附
す
る
山
出
稼
(
昭

和
ガ
十
七
部
品
開
徐
畿
一
一
九
号
)

第
五
義
的
一
一
議
二
機
に
よ
り
、
変

更
誇
求
骨
骨
が
酬
明
和
成
十
…
札
単
一
…
月

二ふ
f
A
E付
で
縫
山
関
さ
れ
た
的
で
、

別
判
続
的
と
お
り
変
更
硝
求
的
廃
総

合
A
M
M
幾
ナ
る
。

開明粕日札ふ
l
w
丸
年
一
ヤ
一
汚
六
nn

我
係
子
市
災
姉
崎
総
務
rz

れる

み
4
さ
ん
は
日
一
}
ろ
出
A
q
f
さ
に
、

ど
の
〈
ら
い
の
処
理
問
周
か
か
か
〉
川

い
る
か
h

一
作
ヒ
で
寸
か
。

…
佼
術
品
川
り
一
年
幽
問
で
約
一
一
万
円
も

か
か
っ
て
い
求
ナ
絹
こ
れ
を
市
内
令
仰

禁
致
に
換
算
す
る

2
、
た
か
が
z

イ
?
に

ど
と
は
か
に
で
き
幸
い
設
嬬
に
な
り
求

ナ
υ

そ
の
ゴ
ミ
も
年
々
捕
え
続
け
る

1件の変更請求が出

我
孫
乎
布
告
示
一
第
十
二
日
智

後
続
税
示
に
刷
附
す
る
法
徐
{
総

務
一
ぷ
十
七
年
静
岡
第
一
一
九
号
)

第
五
糸
の
叩
附
削
…
一
織
に
よ
り
、
変

更
鏑
求
骨
闘
が
総
和
液
中
世
為
年
一
一
月

二
+
八
段
品
刊
で
相
関
山
同
寺
れ
た
の
で
、

判
明
続
的
と
お
号
変
更
務
携
の
酬
明
岡
純

金
公
務
す
る
ω

酬
明
制
制
緩
十
五
年
台
湾
六
日

相
明
暗
州
予
機
脱
鴨
神
械
明
国
向
隣
…
ヰ

法
犯
案
に
お
け

る
天
王
点
一
i
H
M
か
ら
六
下
U
の
誕
地

と
一
九
時
丹
市
街
地
、
と
し
て
市
成
、
発
時
抗

し
て
最
た
も
の
て
あ
り
，
か
っ
そ
の
枝

氏
は
い
恥
じ
し
れ
一

1
日
か
ら
ん

1
8的
以

伐
と
附
中
川
出
に
日
前
注
す
る
住
民
と

し
て
の
村
民
政
“
試
を
持
吋
イ
い
会
ま

た
、
提
出
九
本
に
お
け
る
山
間
拘
束
狗
孫
チ

地
区
p
は
市
街
域
指
成
約
級
制
附
も
そ
の

陪
的
諮
波
状
況
も
住

MAEぷ
も
拠
な
泊

長手持 2・16発行

施護憲

ざ
と
判
中
に
は
を
釘
総

仏
刊
し
と
し
て
一
内
向
什
悶
℃
ゐ
ふ
る
も
の
が
な
外

に
多
い
め
て
十
u

口
と
え
ば
、
総
組
問
e

滋
誌
な
ど
円
十
刊
紙
，
十
日
演
な
ど
め
犠
持
、

し
え
う
巾
・
詞
な
ど
の
空
ピ
ン
、
ジ
ュ

ー
ス
合
止
め
担
能
ち
日
程
卓
z

ス
f
l

ブ
弘
い
ど
め
を
け
M
M
と
数
え
あ
げ
た
り
き
り

が
あ
り
ま
せ
ん
“

こ
れ
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円
子
三
軍
叩
に
仙
川
て
る
め
て

品
会
〈
、
有
豆
表
に
刊
羽
し
よ
う
と
す

れ
ば
省
炎
槻
省
エ
ネ
ん
み
ー
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も
つ
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吋
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ぷ
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仲
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フ
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械
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よ
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そ
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称
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出
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い
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上
た
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J

芝
、
印
刷
ま
で
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距
組
織
と
い

う
山
口
約
み
に
ぬ
明
日
す
れ
ば
符
下
京
災
晶

子
の
む
が
ぽ
い
と
州
問
え
る
け
れ
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も
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市
街
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と
し
て
肉
、
仲
仲
絞
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い
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制
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か
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見
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き
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し
て
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れ
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埼
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変
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史
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昭
和
平
T
五
年
一
一
丹
一
一
口
問
品
部
市
附
聞
大
〈
、
変
廷
を
請
求
申
し
上
げ
ま
す
か

絡
に
よ
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一
小
し
氏
紙
耕
輔
減
、
エ
件
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一
史
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一
一
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一
一
地
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し
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容
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判
梶
山
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容
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で
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絡
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お
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e
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殺
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総
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し
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。
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V
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務
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庁
・
技
孫
子

せ
を
騒
い
統
治
剣
山
ム
ク
ゲ
)
を
お
贈
駅
前
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合
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行
冊
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豊
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締
約
岡
崎
殺
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榔
ホ
あ
・
滋
必
支
所
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市
住
支
所

が
こ
を
よ
り
愛
し
て
い
た
灯
〈
た
め
い
指
紋
緩
か
ら
案
内
法
が
と
ど
冬
ま
す

行
う
も
の
で
、
キ
開
闘
で
十
六
回
目
と
な
か
ら
必
ず
そ
内
ハ
が
キ
を
ご
持
幸
町
う

り

ま

す

。

え

、

般

世

滑
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お
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け

攻

リ

〈

ご
家
耐
胞
の
織
に
機
え
る
か
泣
く
の
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だ
さ
い
。
な
お
議
内
状
が
と
ど
か
な
か

生
向
転
に
印
刷
え
て
く
だ
さ
い
。
っ
た
を
ど
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

マ
軸
脱
出
者
昭
和
五
十
間
関
紙
十
汚
…
閲
し
た
ら
市
民
山
課
鐙
理
係
ま
で
ζ

滅
絡
く

か
ら
附
川
和
双
十
五
年
一
同
月
三
寸
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日
ま

Hun-
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で
口
総
ま
れ
た
指
九
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ん

wv
附
問
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せ
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民
課
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八
五
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配
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時
一
一
…
均
二
十
三
日
(
口
白
)
市
門
純
一
口
…
九

午
前
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時
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で
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京
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潟
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n
n
R
食
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出
術
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焚
生
滋
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wv
申
込
〆
場

会
地
患
い
い

⑮
⑫
開

⑮
{
時

発
注
業
者
と
支
払
い
矢
田
業
者
が
塗
っ

て
い
た
た
め
、
そ
の
ト
円
舟
一
夜
約
内
容
が

消
資
者
に
と
っ
て
不
明
僚
か
つ
不
織
だ

っ
と
も
の
で
す
。

ン
ポ
ジ
ウ
ム

v
m
M時
三
汚
二
十
五
日
、
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
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後
一
二
時
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場
所
子
議
察
官
思
惑
的
合
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内
庁
舎
六

潜
第
占
ム
義
問
主
…
判
明
八
戸
市
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咽

v
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演
テ
i
マ
寸
ニ
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か
ら
め
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し
た
緩
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も
め
ぬ
務
総
得
縮
努
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Ta
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こ
と
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え
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の
付
猿
i
bゆ
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ま
し
れ
べ
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立まこ
L らグヲ

尊義立
さ飾
れの家
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と'iE

窓
賀
直
哉
ぷ
火
砲
尚
際
金
い
ぷ
踊
拘

口
付
い
勺
燃
の
液
凝
L

総
胤
噛
小
路
蜘
陣
織
吋
絞
る
脱
却
い

山
中
崎
瑚
持
母
作
「
抑
制
淡
跡
地
機
L

吋
波
誠

学
校
内
服
脇
市
民
紋
協
絵
本
的
吋
府
県
滋
い
ま
ゆ
ず
の
附
品
い
山
闘
い

2
L甘
か
し
中
学
生
問
料
い
へ
絞
殺
五
十
棚
刑
囚
削
闘
幽
抑
「
故
郷
七
十
年
」

二
年
刊
〉
、
厳
背
開
抗
措
万
め
教
育
品
川
口
字
を
む
水
問
所
と
醸
造
業
が
ゑ
ん
だ
文
学
作

記
し
た
「
家
的
同
教
育
‘
百
年
の
宇
み
山
賞
品

料
集
L

(

昭
和
五
十
二
年
務
)
な
ど
が
雄
培
舎
御
室
一
初
恋
し

刊
行
さ
れ
、
東
葛
的
地
方
史
や
自
治
体
長
塚
節
寸
土
L

史
的
研
究
に
校
定
的
総
離
か
ら
設
量
主
杉
村
議
入
銀
寸
仲
間
的
枠
」
ぷ
判
明
保

護
を
建
白
し
て
い
ま
す
6

閣議
L
d宿
¥
滋
護
ん

?
Mの
吋
最
終
的
例
的
文
学
、
そ
の
入
。
江
戸
川
と
そ
内
向
川
が
ゑ
ん
だ
文
学

と
作
品
L

ド
れ
は
、
東
町
階
的
地
で
務
作
会
附
げ
旬
開

れ
た
か
、
淡
路
険
体
的
人
々
的
ゑ
滋
や
伊
織
滋
平
常
叶
掛
川
織
内
線
L

附
同
点
が
テ
!
?
と
な
っ
た
お
本
丸
代
的
意
井
荷
問
料
ぷ
判
的
土
蔵
L

文
学
作
品
約
…
一
…
十
点
が
抑
制
軸
相
さ
れ
て
い
山
本
有
一
一
}
寸
法
」

ま
す
6

4
液
体
か
混
輩

(mw必
代
文
穀
由
民
山
制
本
m周
五
郎
「
背
べ
か
約
一
語
L

か
ら
み
た
東
甚
錦
町
文
学
②
子
資
の
減
。
下
総
台
地
と
そ
の
支
谷
が
生
ん
だ
文

と
中
利
根
川
が
生
ん
だ
文
学
作
品
谷
本
学
作
品

照
所
と
隊
法
産
業
が
生
ん
だ
文
学
作
品
笹
川
川
隆
田
陣
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奇
臼
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山
富
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ω白
戸
川
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そ
内
河
口
が
生
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だ
文
学
特
村
時
黒
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失
州
都
L
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の

あ
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採
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側

の
女
学
そ
の
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と
作
品
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|
郷
土
史
文
献
の
紹
介
1
1
1

拍
隅
」
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桜
L

「松丸

士
目
指
英
治
「
一
日
本
武
成
」

市
民
会
背
さ
ん
は
と
の
作
品
を
箆
賞

さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
、
7
か日

こ
の
抽
叫
1

作
討
と
作
品
に
つ
い
て
陥
間

制
州
事
総
裁
が
つ
け
ら
れ
、
州
問
併
作
家
九
千

荻
a

や
人
学
的
行
為
抽
mm附
が
お
部
的
九
れ
て

い
ま
す
M

桟
抑
制
が
わ
ず
か
な
が
ら
あ
る

と
め
}
と
で
寸
約
で
、
総
統
希
恕
殺
は

車
内
的
地
小
刀
品
刊
行
叫
問
先
一
昨
に
聞
い
九
H

わ
せ

え
き
れ
わ
~
ら
い
か
が
で
し
ょ
フ
か
L
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九
一
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に
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刊
の
化
い
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を
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に
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汐
叶
淡
町
う
な
草
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必
号
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し

吋
恋
人
的
泣
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に
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